
施設責任者のコメント
○グループホームとして、バリアフリー化とスプリンクラーなどの防災設備の改修工事を行いました。

○良い点は、古い建物の空間が、懐古療法の一環として認知症の方の心を落ち着かせることができます。冬場は、あたたかいです。

○良くない点は、古民家は、段差が大きく、バリアフリー化するのに改修工事が大変でした。夏場は暑く、クモなどの虫が多いです。

■ 所在地：八尾市大竹

■ 構造規模：茅葺き型の民家、木造平屋

■ 活用用途：グループホーム

　　　　　  (認知症対応型共同生活介護)

■ 入居人数：最大9名
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